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Ⅰ 利用について 

 

自然と感動を発見するフィールド 

1,510メートルの高原からのメッセージ 
 

国立乗鞍青少年交流の家周辺のフィールド 

国立乗鞍青少年交流の家は，北アルプスの秀峰乗鞍岳を背景に四方を白樺林に囲まれた標高

1,5１0 メートルの広大な乗鞍高原の中に位置しています。 

北に槍ヶ岳・穂高連峰・笠ヶ岳，東に乗鞍岳，南に御嶽山，西に白山連峰と 360 度の展望が

広がっています。このパノラマが私たちの自慢です。また，山麓には古い町並や祭り屋台など

飛騨の歴史をつなげてきた人々の情緒豊かな高山の文化が広がっています。さらに，乗鞍岳や

新穂高などの奥飛騨の地や上高地・世界遺産で有名な白川郷を訪れることができます。 

 

 

 

 

国立乗鞍青少年交流の家からの提案 

国立乗鞍青少年交流の家では，雄大な自然と歴史の街を舞台に様々な学習活動を体験するこ

とができます。そこでは，自然の美しさや素晴らしい飛騨の文化にふれるとともに，宿泊生活

を通して仲間とふれあい，友情を深めあい，喜びを共有することができます。 

国立乗鞍青少年交流の家では，このような自然や風土の豊かさを生かした学習展開や，主体

的な宿泊生活を通して豊かな人間関係を深める研修を提案いたします。 

 

国立乗鞍青少年交流の家の事業 

事業には，乗鞍青少年交流の家が企画実施する教育事業と，利用者自らが企画する事業を支

援する研修支援事業等があります。 

 

教育事業 

青少年をめぐる「喫緊の課題」に総合的に対応し「体験活動を通した青少年の自立」をめざ

し青少年及び指導者に対して事業を実施します。 

 

研修支援事業 

学校・各種団体・グループ・家族等がそれぞれの目的を持ち，計画を立てて様々な活動を展

開されることに対し，その助言や支援をいたします。 



－3－ 

１．利用できる条件・予約と経費 

１） 利用できる団体 
 研修目的を持った団体で，自主的な活動計画を立てた，青少年，学校，育成会，子ども会，青少年教育

指導者，クラブ・サークル，地域の各種学級・講座，企業など 2名以上であれば利用できます。 

青少年交流の家では，自主性や社会性を育むなどの教育効果をねらっておこなわれる，次のような活動や

約束がありますので，活動計画に含めてください。 

     ○入所オリエンテーション ○標準生活時間 ○つどいの時間（朝・夕） 

     ○ベッドメーキング ○清掃 ○退所点検 など 

なお，入退所時間は，原則として9時から 16時の間でお願いします。 

２） 利用できない活動 
当施設におきましては，次に掲げる活動を目的として利用することはできません。 

(1) 特定の政党を支持し，又はこれに反対するための政治教育その他の政治的活動をするための利用 

(2) 特定の宗教を支持し，又はこれに反対するための宗教教育その他の宗教的活動をするための利用 

(3) 専ら営利を目的とする活動をするための利用 

(4) その他機構の目的に反する活動をするための利用 

３） 利用の申込み 
・当年度の予約申込み 

電話受付 事業推進室 0577-31-1013 時間 8時 30分～17時 15分（年末年始を除く） 
※予約申込み後，原則として利用予定日の2か月前月末までに所定の利用申込書を提出してください。 

・翌年度の予約申込み①（学校・教育委員会・前年度利用の青少年団体等） 

青少年交流の家から予約申込書を送付 予約申込書提出 期日の調整 受入可否の通知 

前年 5月 前年 6月初旬 前年 6月 前年 7月下旬 

・翌年度の予約申込み②（上記①以外） 
上記①の予約申込み終了後，7月下旬から翌年度の申込みを電話等で受け付けます。 

４） 利用できない日 
施設・設備の整備の日（機械の整備・点検等）及び年末年始（12月28日～1月 4日） 

５） 利用にかかわる経費                      （令和４年７月１５日～） 

区分 朝食 昼食 夕食 合計 

時間 7:40～9:00 11:50～13:20 17:20～19:00  

4歳以上小学生未満 一般・ファミリー 420円 460円 610円 1,490円 

小学生 一般・ファミリー 480円 580円 730円 1,790円 

中学生以上 一般・ファミリー 510円 610円 760円 1,880円 

◆食数の変更期限 ＊普通食（１食前まで）朝食：前日の夕食：19：00 昼食：9：00 夕食：13：20 

＊おにぎり弁当・のり弁当・鮭弁当・野外炊事・パン弁当（７日前正午まで） 

◆食数の変更期限を過ぎてキャンセルする場合、普通食は「食事に係る料金の 30％」、弁当・野外炊事は「食

事に係る料金の 100％」をキャンセル料として徴収させていただきます。 

◆おにぎり弁当（受渡7：00） ‥‥‥‥‥  3個入り 660円  2個入り 550円 ※10個以上から注文可 

のり弁当・鮭弁当（受渡7：00） ‥‥‥ 660円  ※10個以上から注文可 

◆パン弁当 A・B（受渡7：00または前日）‥  Ａ 660円・Ｂ 450円（受渡7：00） 
                    単品メニュー（パン200円・紙パックジュース130円・ソーセージ110円） 

◆野外炊事 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 540円より（実施可能期間・5月下旬～10月中旬） 

◆シーツ等洗濯料 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 300円（宿泊者は必ず必要・3泊ごとに交換） 

◆施設使用料 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 810円（1人1泊，青少年及び青少年教育関係者の団体を除く） 

６） 利用代金の支払い方法 
・シーツ等洗濯料及び施設使用料の支払い方法：コンビニ支払い・銀行振込み又は現金支払い 

（現金の取り扱いは，サービス棟 3階の食堂事務室） 

・食事代その他の経費の支払いは，食堂事務室（電話0577-31-1007）と相談してください。 
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２.利用手続きから退所まで 

１）  利用の手続き  

 

利 用 の 申 込 み 

 

 
日時，活動内容，人数，日程等の計画を立てた上で，お問い合わせ

ください。（０５７７－３１－１０１３）  

 
  

 

 

 

プログラム原案作成 

 

 

 

 
利用のねらいを明確にしてください。 

乗鞍青少年交流の家の自然環境を生かしたプログラム内容の選定を

してください。 

学校団体等規模が大きい団体は，“ゆとり”ある計画になるようご留

意ください。 

入退所は，原則９時から１６時までとしてください。 

 

   

 
 

 

事 前 打 合 せ 

 

 

 

  

効果的なプログラム立案のため，担当者は事前に乗鞍青少年交流の

家と打合せをしてください。 

特に野外活動については，事前踏査（危機管理）をしてください。  

   

 

 

 
 

 

申 込 書 の 提 出 

 

 

 

 申込書は６か月前から受付を開始します。利用月の２か月前の月末

までに提出してください。 

（例：６月利用は４月３０日までに） 

ホームページで利用申込書のダウンロードができます。 

利用申込書に名簿（引率者を含む）を添付し，ＦＡＸまたはメール

にて提出してください。（クラス名簿，会員名簿可）なお，名簿は決

まり次第（利用日の２週間前をめどに）提出してください。 

食物アレルギー対応に関して該当者がいる場合は「食物アレルギー

に関する対応確認表」を利用日の２週間前をめどにご提出ください。 

受入諾否を決定し，文書で連絡します。 

 

   

  

 

 

 
同時期利用団体の申込書が出そろってから，利用施設の調整をしま

す。 

 

 
１か月前から２か月前に，宿泊室を割り振ります。 

 

大幅な人数変更があった場合，宿泊室の割り振りを変更することが

あります。 

 

 
 人数・食数の変更については，P3 の変更期限に留意の上，乗鞍青少年交流の家事業推進室へ連絡してくださ

い。 

 

宿泊室の割り振り 
 

（予約・問い合わせ） 

（正式申し込み） 



－5－ 

２）入所から退所まで  

 

入 所 

 

 入所予定時刻に大幅な変動が生じた場合は，連絡をしてく

ださい。 

冬期の場合は，高山市内に入りましたら，安全通行確保の

ため乗鞍青少年交流の家に確認の電話をしてください。

（０５７７－３１－１０１３） 

 

 
  

 

 
 

 
 

 
研修代表者は到着後ただちに事務室で入所手続きをしてく

ださい。（約１０分） 

①人数・宿舎割り等の確認 

②プログラムの確認 

団体の「研修のしおり」又は「活動計画書」等を１部提出し

てください。 

 

 

 
入所手続き後，食堂事務室で食数・支払い等の確認をして

ください。 
 

 
  

 オリエンテーション 
 オリエンテーションは青少年交流の家職員がおこないま

す。（約２０分）  

 
  入所式をおこなう団体は，団体側で司会・進行をお願いします。 

宿 泊 室 移 動 
 

シーツの受け取り。（ベッドメーキング） 
 

 
  

活 動 
 

各団体の活動にもとづいて展開してください。 

野外活動時は，「野外活動届」を提出してください。  

 
  

 代 表 者 会 
 １６：４０より代表者会をおこないます。 

（場所：オリエンテーション室）  

 
  

 つ ど い 
 つどいの司会進行は青少年交流の家職員がおこないます。 

入退所の団体は，代表のあいさつをお願いします。 

夕べのつどいは活動に支障のある場合等は相談ください。 
 

 
  

 精 算 事 務 

 退所前日までに交流の家事務室に「利用団体票」を提出し，

施設使用料及びシーツ等洗濯料の数量確認，コンビニ支払

い・銀行振込み又は食堂事務室での直接現金支払いの確認

をおこなってください。 

直接現金支払いの方は，食堂事務室にて精算してくださ

い。 

 

 
  

 退 所 確 認 
 退所準備：宿舎の整理 

団体代表者と青少年交流の家職員が，確認します。  

 
  

退 所 

 提出書類－「アンケート調査票」 

「傷病記録（該当者が出た場合）」 

返納物品－かぎ類等 
 

   退所式をおこなう団体は，団体側で司会・進行をお願いします。 

 

入 所 手 続 き 

 

経 費 の 支 払 い 

方 法 等 の 確 認 
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３．施設・設備一覧表 

※ブルーレイディスク・地上デジタル放送を録画したも

のは，備え付けの設備では使用できません。 

名称 定員 設備・備品 

研 修 棟   

1 研 126 

机 3人用（42） 

プロジェクター及びプラズマディスプレ

ー（ＤＶＤ・ＶＤ）・放送設備 

2 研 72 
机 3人用（24） 

プラズマディスプレー（ＤＶＤ・ＶＤ） 

3 研 40 
机 4人用（4）・3人用（8） 

プラズマディスプレー（ＤＶＤ・ＶＤ） 

4 研 40 
机 4人用（4）・3人用（8） 

プラズマディスプレー（ＤＶＤ・ＶＤ） 

5 研 40 
机 4人用（4）・3人用（8） 

プラズマディスプレー（ＤＶＤ・ＶＤ） 

6 研 72 
机 3人用（24） 

プラズマディスプレー（ＤＶＤ・ＶＤ） 

7 研 54 
机 3人用（18） 

プラズマディスプレー（ＤＶＤ・ＶＤ） 

8 研（和室） 48 座卓 16（3×16）・30畳 

9 研（和室） 72 座卓 24（3×24）・54畳 

10研(作法室) 5 12畳 

特 設 42 机 4人用（6）・3人用（6） 

オリエンテ

ーション室 
120 

椅子 120  机 3人用（28） 

プラズマディスプレー（ＤＶＤ）  

サービス棟   

円卓学習室 20 テーブル 3・椅子 20 

暖 炉 の 間 30  

食 堂 284 テーブル 52・椅子 284 

喫茶談話室 80 テーブル 15・椅子 60・畳 15畳 

環境学習室 約 50 地形模型等 

静 思 堂  35畳 

控 の 間  28畳 

宿 泊 棟   

1 階 174 ベッド 120人・布団 54人 

2 階 96 ベッド 80人・布団 16人 

3 階 184 ベッド 160人・布団 24人 

リーダー室 11室 和室 22人 

本 部 室 3室  

浴 室 2室 各 50～60人 

談話ホール  60畳，ソファールーム 

 

名称 定員 設備・備品 

体 育 館 
縦 3 5 m×横 2 8ｍ 

 

1,100㎡・放送設備（ＣＤ・カセ

ット・ワイヤレスマイク） 

クライミングウォール 
スクリーン・電子オルガン・電子ピアノ 

講 堂 
縦 2 0 m×横 1 8ｍ 

450 

椅 子 450 ・ プ ロ ジェ クター   

放送設備（カセット・CD・DVD・

PC・VHS・MD・ワイヤレスマイク）・

電子オルガン・ピアノ 

ボランティア棟 20 語らいルーム・身障者対応洋室等 

名称 設備・備品 

スポーツ活動 

体 育 館 
 

バレーボールコート 

バスケットボールコート 

バドミントンコート 

ハンドボールゴール 

卓球台（２） 

クライミングウォール 

公認レスリングマット 

各種トレーニング機器 

フットサルゴール 

グ ラ ウ ン ド 
縦 130ｍ×横 65ｍ 

ソフトボール 

陸上競技 

（高地トレーニングウッドチップコース等） 

グラウンドゴルフ 

野外活動 

白  樺営火場 

やまずみ営火場 

照明・ワイヤレスマイク（各２本）・放送

設備（ＣＤ・ＭＤ・カセット）※白樺は

ポータブル・ファイヤーベース・水道設

備 

乗鞍青少年交

流 の 家 周 辺 
 

ディスクスローイング・ゴルフ 

クレースピードコース 

オリエンテーリングコース（4コース 55ポイント） 

高地トレーニングコース各種 

（詳細はＰ17参照） 

初心者ゲレンデ ソリゲレンデ 

遊歩道・ハイキングコース 

キャンプ場・・・約 100名 

炊事場・・・・・約 180名 

登山コース（丸黒山） 

市営飛騨高山スキー場 

市営飛騨高山キャンプ場（約 400名） 

わらび平展望公園 

貸出物品 

カプラ・ドミノ・デジタルタイマー（試合用） 

天体望遠鏡・大型双眼鏡・双眼鏡・星座早見盤 

移動式プロジェクター・ＣＤデッキ・ポータブルワイヤレスマイク 

スノーシュー・輪かんじき・オーバーシューズ 

キャンドルサービス燭台・衣装・キーボード 等 

※その他詳細は「Ｐ１７」参照。 
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Ⅱ 生活について 

みなさんが快適にお過ごしいただけるよう，生活のマナーを守りましょう。 

 生活の目標  

規律ある生活をしよう → ５分前精神で生活をしましょう。 

すすんで友と語ろう  → 明るくあいさつをかわしましょう。 

美しい環境をつくろう → 「来た時よりも美しく」の気持ちできれいにしましょう。 

1. 標準的な生活時間帯 

          

6:30  7:00   7:40 9:00     11:50 13:20        17:00 17:20  19:00    22:00 22:30 

 

起

床 

朝

の

つ

ど

い

 

清

掃 

朝

食 

活

動 

昼

食 

   

活 
  

夕

べ

の

つ

ど

い 
夕

食 

活

動

・

自

由 

就

寝

準

備 

就

寝 

16:00 

動 入 浴 

 

 生活時間帯は，団体のプログラム展開上の都合により変更することがあります。 

 

2. 宿泊室の生活 
 １人，シーツ２枚とまくらカバー１枚を使用して，ベッドメーキングをしましょう。 

 部屋の整理整頓を心がけましょう。 

 飲食・喫煙はできません。 

 就寝時間になったら消灯し， 

静かに休みましょう。 

 

（基本的なベッドメーキング図） 

 

 
枕灯 枕灯 

(退所時) 

 

(使用時) 

 

16:40 

代
表
者
会
議 

まくら 

まくらカバー 

毛布 

かけふとん 

シーツ 

ベッドパット 

しきふとん 
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3. 食 事 
 食事はバイキング方式によるセルフサービスです。残さないように適量を取りましょう。 

 配膳時や食事中に落とした食材等は拾いましょう。（床がベタつき汚れてしまいます） 

 食べ終わったら，後片付けにも協力しましょう。（テーブル拭きも忘れずに） 

 おにぎり弁当・のり弁当・鮭弁当は当日の 13 時までに消費願います。また，空容器はドラ

イブイン等に捨てないように持ち帰りましょう。 

4. 入 浴 
 シャンプー・ボディソープは備えつけてありますが，タオルはご持参ください。 

 入浴マナーを守り，浴室・脱衣室の整頓に心がけましょう。 

5. 清 掃 
 宿泊室とそれ以外の施設を宿泊団体で分担します。 

 清掃地区や清掃方法は P10，P11を参照ください。 

 清掃用具は整理整頓をしてください。 

6. 貴重品の管理 
 利用者の責任で管理保管をしてください。 

 リターン式コインロッカー（75個）がありますので，グループでご利用ください。 

 団体本部室（3室）には金庫があります。 

7. 喫煙・飲食 
 館内は全て禁煙となっていますので，喫煙は屋外に設けた喫煙所でお願いします。 

 飲酒は所定の場所で，たしなむ程度としてください。 

 飲食料品の持ち込みはご遠慮ください。 

 ガムはご遠慮ください。 

8. 携 行 品 

 上履
う わ ば

きは必ずご持参ください。（運動靴が最適です。） 

館外のアスファルト部分は上履きのまま活動できます。（宿泊棟からつどいの広場など） 

 持ち物チェックリスト（主なもの）
上履き 

タオル・歯ブラシ他洗面用具一式 

ジャージ又は寝巻き 

雨具（カッパ・傘） 

サブザック 

帽子 

団体で作ったしおり 

水筒（500mℓペットボトルでもよい） 

防寒着 

着替え 

常備薬 

健康保険証（コピー可） 

筆記用具 

9. そ の 他 
 円滑で安全な活動や生活のための指導組織，係組織を編成してください。 

 早退・遅刻者がある時，器物の破損・紛失等があった時は，事務室へ届け出てください。 

 乗鞍青少年交流の家は，環境にやさしい施設を目指しています。環境保全の面からゴミの分

別処理及び持ち込まれたもののお持ち帰りをお願いしています。 
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10. 退所時の整理整頓の要点（退所確認） 
 次に入ってくる人のために，宿泊室をきれいにしましょう。 

（1） 退所確認の要点は，各部屋に写真と文言で表示してありますので，それに従ってくだ

さい。 

（2） 退所確認の時間は午前８時３５分から９時を原則とします。 

（3） ゴミの始末など部屋の清掃を確認してください。 

 退所確認の準備が出来ましたら事務室へご連絡ください。（団体代表者と職員とで確認をし

ますので，団体代表者又は部屋長を各部屋に残してください。） 

11. 健康管理 
（1） 野外活動時の事故対応 

 野外で事故等が発生した場合には，団体責任者・事故現場の引率者・青少年交流の家

３者間での情報共有が必要となります。事故が発生した場合は必ず青少年交流の家へ

ご一報（TEL 0577-31-1013）ください。また，青少年交流の家から連絡をさせて頂く

場合もありますので緊急連絡先を事務室までお知らせください。 

 団体独自の救急体制を整備しておいてください。具体的には，指示系統を明確にする

こと，事故発生時の役割分担が共通理解されていることなどが必要です。 

（2） 健康への配慮 

 入所時「健康調査票」を，退所時「傷病記録」を事務室へご提出ください。 

 標高が高く，平地との気温差が８～１０℃前後あります，体温調節のできる服装をご

用意ください。 

 冬期間は空気が乾燥します。風邪等流行時には朝夕２回程度の換気をおこなってくだ

さい。（５分程度の換気で充分です。冬期間は窓の凍結により窓の開閉が出来なくなり

ます。）すぐに閉めてください。 

タオルを濡らしたままタオル掛けに掛けると湿度が高くなります。 

（3） 医療機関への受診（医療機関までの片道所要時間は約５０分です。） 

 午前の健康観察で体調不良と思われる方がおられるときは，１６時までに再度健康観

察をおこない，受診が必要かどうかの判断を早めにおこなってください。 

なお，医療機関で受診される場合は事務室へ必ずご一報（内線 27，28，464）ください。 

（4） その他 

 学校団体，多人数で利用される団体におかれましては，養護教諭もしくは看護師の方

の同行をお勧めします。 

 利用期間中に団体で必要と思われる医薬品（常備薬）につきましては，各団体でご持

参ください。（休養室には医薬品の備えはございません。） 

 

 
夜間・土日休日対応の可能な近隣の医療機関 

 

  

高山赤十字病院 TEL0577(32)1111/1103 高山市天満町 3-11 

久美愛厚生病院 TEL0577(32)1115 高山市中切町 1-1 

 

12. 緊急時の対応 
 非常口の確認をしておいてください。 

 火災や地震などの非常時には「全館緊急放送」の指示に従ってください。 

 避難場所は「つどいの広場」です。 



－10－ 

13．清 掃 要 領 7:00～7:20 ＊新しい生活様式に準じて行います。 
 清掃場所は，宿泊室の番号で割り当ててあります。（次頁参照） 

宿泊棟と，他の清掃場所があります。（基本的に，同じ記号の所が清掃場所です。） 

 宿泊人数が少数の場合は，変更することがあります。 

 退所日は，特に念入りに清掃をお願いします。 

 新しい生活様式に照らし合わせ、拭き掃除を行いません。 

（1） 清掃要領・用具について 

 清掃場所 用具 備考 

Ａ
～
Ｊ
（
宿
泊
室
） 

宿 泊 室 
ほうき・ちりとり・

雑巾・掃除機 

ほうきで掃く。掃除機をかける。フローリング等を拭く。 

スイッチ、ドアノブ、掃除用具庫の取っ手、窓の鍵、ベッドの

はしごなどを消毒（団体引率者） 

階 段 ・ 廊 下 雑巾・掃除機 
掃除機をかける。階段は，1階の人が 2階から，2階の人が 3階

から掃き下ろす。 

Ａ サービス棟 4 階 雑巾・掃除機 全フロアー掃除機をかけ，テーブルを拭く。 

Ｂ 体 育 館 
ほうき・モップ・掃

除機 
モップがけをする。倉庫の整理。カーペットに掃除機をかける。 

Ｃ 

玄関前ピロティ 
ほうき・モップ・雑

巾 
掃く。汚れのひどい場合は水を流す。（冬は除雪する。） 

下 足 室 

・ 玄 関 内 

ほうき・モップ・掃

除機 

マットの土をおとす。掃く。モップで拭く。カーペットに掃除

機をかける。階段を 2階から掃き下ろす。 

Ｄ 研 修 室 
ほうき・モップ・雑

巾 

黒板の清掃。チョークの補充・モップがけ。机を拭く。（畳の部

屋は，和ほうき・掃除機） 

Ｅ 談 話 ホ ー ル 
ほうき・モップ・掃

除機 

畳を掃く。モップがけ。テーブルを拭く。椅子等の整理。階段

を 3階から掃き下ろす。ゴミ箱のゴミの回収。 

Ｆ ス キ ー 乾 燥 室 ほうき・掃除機 
掃く。廊下は掃除機をかける。階段 2 ヶ所は 2 階から掃き下ろ

す。 

Ｇ 

2 階ホール 

・講堂 

ほうき・モップ・掃

除機・ブラシ・雑

巾・水モップ 

モップがけ。掃除機をかける。机・椅子の整理。階段を 3 階か

ら掃き下ろす。 

ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ室 
ほうき・モップ・雑

巾 
黒板の清掃。チョークの補充。掃く。机を拭き，整頓する。 

Ｈ 脱 衣 室 ほうき・雑巾 床を掃く，拭く。洗面台の汚れ落とし。脱衣かごを整頓。 

Ｉ 

暖 炉 の 間 

 

ほうき・モップ・掃

除機・ブラシ・雑

巾・水モップ 

モップがけ。カーペットに掃除機をかける。特に汚れた所は雑

巾がけをする。サービス棟 4 階から階段を掃き下ろす。ゴミ箱

のゴミの回収。 

Ｊ 

研 修 室 
ほうき・モップ・雑

巾 
Ｄに同じ。 

３ 階 ホ ー ル 

 

ほうき・モップ・ブ

ラシ・雑巾・ 

水モップ 

モップがけ。机を拭く。椅子の整頓。 

 

（2） ゴミについて 

・ゴミは，まとめてゴミ袋に入れ，ボランティア棟１階のゴミ置き場まで運んでください。 

・ゴミ箱は，常にゴミ袋をかけてください。ゴミ袋は事務室の前にあります。 

・発熱者が出た場合は、ボランティア棟が隔離棟となるので、その場合には外ドアからゴミ置

き場へ入るように願います。（代表者にその旨をお伝えします。） 



 

 

○

～
306

～

化
粧
室

サービス棟

談話ホール 給
湯

コ
ー

ナ
ー

控
の
間

エレベーター

４階
エレベーター

円卓学習室

大浴室

倉庫NO.1

122

化
粧
室

化

粧

室

化

粧

室

物干場 物干場

●○○●
117
～

化
粧
室

101
～
104

105
～
110

111
～
116

～
210

201
～
205

化
粧
室

化
粧
室

化
粧
室

化

粧

室

化

粧

室

物干場 物干場

物干場

307

312

313
～
318

319
～
324

I

倉庫

体 育 館

１階

小会議室

ゴミ置場

２階

おんたけ

7研

○

●

事 務 室 ホール オリエンテー

ション室▲

〒

休
養
室

ステージ

講　　堂

２階
トイレットペーパー

保管ロッカー

化
粧
室

職
員

宿
直
室

●

３階
化
粧
室

作
法
室

倉
庫9研 8研

研　修　棟

○

化粧室

喫煙コーナー

ミーティング

5研

○

○

喫煙コーナー

○●

▲ ○

△

●

ス

キ
ー

乾

燥

室

足
洗
場

化粧室

(

食
堂
事
務
室

)

シ
ー

ツ
室

・・・

電気掃除機

化
粧
室

BA

▲

電話機(全てカード式）

ゴミ箱設置場所

206

１階

ホール

清掃ロッカー

●

▲

・・・

・・・

・・・

○館内配置図及び清掃分担表

喫煙コーナー

○

●

○ ○ ○

●
10

研

○●

化

粧

室

暖
炉
の
間

食　堂

喫煙コーナー

静
思
堂

身障者対応洋室

● ▲

　付添対応ＷＣ

○●

J
301

○● ●○

G H
倉　庫

ＮＯ．２

○●

●○

●○

E F

C D

トイレットペーパー保管ロッカー

化

粧

室

○●

浴室棟

○

●

３階

●

○

１階

○

環境学習室

○

○

２階

本
部
3

本
部
1

○●

本
部
2

○

○

化
粧
室

●

(入浴付)のりくら

　身障者・乳育
エレベーター

給湯コーナー

宿　泊　棟
4
研

○ ○

３階

1研 2研
3
研

1階

1階

6研

ボランティア棟

語らい

ルーム化粧室

〃
はくさん

玄　関

ル　ー　ム

下足室

○

売店
喫
茶
談
話
室

D J

E

B

A

I

I

FC

G

H

中浴室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

ダ
ー

リ
ー

室

特

設 

身障者対応Ｗ

Ｃ（おむつ交換

台付） 

身障者対応 

ＷＣあり 

身障者対応 

ＷＣあり 

身障者対応ＷＣ 

（おむつ交換台付） 

Ｅ 
給湯コーナー 

○● 

喫煙コーナー 

シ
ー
ツ
室 

宿
直
室
１ 

宿
直
室
２ 

（カード式のみ） 

▲ 

 

 

寝 具 倉 庫

NO．２ 

寝具倉庫 NO．１ 

（階段下） 

８研 寝具倉庫 

 

テラス 

コインロッカー 

・・・ＡＥＤ 

脱衣室 



 

宿 泊 室 表 
 

宿泊室内訳 

部屋数 51室 

1F 101～122 

22室 174名 

2F 201～210 

10室 96名 

3F 301～322 

21室 184名 

リーダー室 

11室 22名 

  

宿泊棟３階 

 
リーダー室 

L-31 

2 人 

431 

303 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

306 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

309 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

312 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

リーダー室 

L-32 

2 人 

432 

寝具

倉庫 
№ 2 

 

リーダー室 

L-33 

2 人 

433 

315 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

318 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

321 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

324 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

リーダー室 

L-34 

2 人

434 

 

                        

 
化
粧
室(

女) 

6人 

ベッド

6 

301 

6人 

ベッド 

6 

302 

6人 

ベッド 

6 

304 

6人 

ベッド 

 6 

305 

6人 

ベッド 

6 

307 

6人 

ベッド 

 6 

308 

16人 

ベッド 

布団 4 

310 311 

化
粧
室

(

男) 

    

化
粧
室

(

女) 

16人 

ベッド 

布団 4 

313 314 

6人 

ベッド 

6 

316 

6人 

ベッド 

6 

317 

6人 

ベッド 

6 

319 

6人 

ベッド 

6 

320 

6人 

ベッド 

 6 

322 

6人 

ベッド 

6 

323 

化
粧
室(

男) 

 

    

物干場  
 

 
 物干場  

 

 

宿泊棟２階 
 

 

本部室 

(2) 

422 

 

 
公
衆
電
話 

 

   

リーダー室 

L-23 

2 人 

423 

 

リーダー室 

L-24 

2 人 

424 

202 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

205 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

208 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

210 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

リーダー室 

L-25 

2 人

425 

 

 

                        

 身
障
者
用 

化
粧
室 

(

男) 

本部室 

(1) 

421 

本部室 

(3) 

426 
 

ＡＥＤ 

 

談話ホール   

 

 

給
湯
コ

ー
ナ
ー 

 

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー 

  

化
粧
室

(

女) 
16人 

ベッド 12 

布団 4 

201 

6人 

ベッド 

6 

203 

6人 

ベッド 

6 

204 

6人 

ベッド 

6 

206 

6人 

ベッド 

6 

207 

16人 

ベッド 12 

布団 4 

209 

化
粧
室(

男) 

 

 

  

  非常口  

↓ 

 
 物干場  

 

 

宿泊棟１階 

 

 
リーダー室 

L-11 

2 人 

411 

103 

 
（和室）10 畳 

7 人 

104 

 
（和室）10 畳 

7人 

107 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

110 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

リーダー室 

L-12 

2 人 

412 

↑ 

浴室 
寝具 

倉庫 

№ 1 リーダー室 

L-13 

2 人 

413 

113 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

116 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

119 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

122 

10人 

ベッド 8 

布団 2 

リーダー室 

L-14 

2 人

414 

 

 

渡
廊
下 

↑非常口                     非常口↑ 

 
化
粧
室(

男) 

（和室）18 畳 

12 人 

 

101 

（和室）18 畳 

12人 
 

102 

16人 

ベッド12 

布団 4 

105 106 

6人 

ベッド 

6 

108 

6人 

ベッド 

6 

109 

化
粧
室

(

男) 

    

化
粧
室

(

女) 

6人 

ベッド 

6 

111 

6人 

ベッド 

6 

112 

6人 

ベッド 

6 

114 

6人 

ベッド 

6 

115 

6人 

ベッド 

6 

117 

6人 

ベッド 

6 

118 

6人 

ベッド 

6 

120 

6人 

ベッド 

6 

121 

化
粧
室(

女) 

 

    

物干場  
 

 
 物干場 
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ご 案 内 

⚫ 食堂では食事の提供，物品の販売，施設使用料等の経費の徴収業務などをおこなっていま

す。 

入所後は，サービス棟３階喫茶談話室の食堂事務室（コンパスグループ・ジャパン（株）

乗鞍店）にてご利用期間中の食数確認等の打合せをおこなって下さい。 

活動に必要な物品・飲み物・副食の予約，食数の変更なども取り扱いしています。 

（電話番号）０５７７－３１－１００７ 

（営業時間）食堂営業時間 朝食：7：40～9：00 昼食：11：50～13：20 夕食：17：20～19：00 

（店員が不在の時は，喫茶談話室入口のインターホンでお呼びください。） 

⚫ 公衆電話は１か所ありますが，カード式です。カードは事前に準備してください。 

⚫ 紙幣の両替は，食堂事務室で取り扱っています。 

⚫ 郵便物は交流の家事務室にてお預かりします。集配は１１：００（月曜日～金曜日）です。 

⚫ 洗濯機（７ｋｇ １サイクル）・乾燥機（４.５ｋｇ ４０分）は各１００円の使用料が必要

となります。（両替機はございません） 

⚫ 交通機関について 

 定期バス（濃飛バス・のらマイカー）デマンド方式（予約のある場合のみ運行） 

 

料金（片道 100円） 利用方法 

利用する前日の１８時までに，高山濃飛バスセンターへ電話

での予約が必要となります。 

なお，予約は８名までとなっております。 

電話番号 

濃飛乗合自動車（濃飛バス）の電話番号は以下の通りです。 

◎予約専用ダイヤル    ０５７７－３３－７７８０ 

 タクシー 

高山駅より ２４km 

料 金  中 型 乗客５名 約 ８，５００円程度 

  ジャンボ 乗客９名 約１１，０００円程度 

高山濃飛バスセンター 発 → 

青少年交流の家 着 

青少年交流の家 発 → 

高山濃飛バスセンター 着 

１３：００ → １４：１８ １４：２０ → １５：３８ 
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Ⅲ 活動について 

1. 活動プログラム作成に当たって 

① プログラム作成上の基本的事項 

ア. 乗鞍青少年交流の家の性格，機能の上に立って教育目標，活動目標を明確にし，活動

の成果をより高める内容・方法にしてください。 

イ. 生活のリズムを考え，内容・方法などで無理のないよう，全体的な調和を図るととも

に，健康管理，安全等にも充分配慮し，ゆとりのある展開にしてください。 

ウ. 大自然の中での活動を促進する意味から，野外活動等の体験学習を積極的に取り入れ

てください。当所の野外活動プログラムでは，雨天時も可能なものがあります。ただ

し，荒天時に備えての代替プログラムの準備をしてください。 

エ. コース別プログラムを考える場合は，事前に各コースの人員を把握し，指導体制を確

立しておいてください。 

オ. 全て，指導依頼の「依存型」にならず，自主的活動も含め，より効果的な指導の在り

方を乗鞍青少年交流の家との連携の上で考えてください。 

カ. 効果的に研修活動をおこなうには，「事前指導」から「事後指導」まで，すべての日程

を含めた活動プログラムを充分検討し，立案・展開することが大切です。 

② 事前打合せ及びプログラム相談 

プログラムを充実させるために，事前打合せ，事前踏査及びプログラムの相談等に対

応します。事前に連絡の上，ご来所ください。（担当者の体験宿泊をおすすめします。） 

③ 研修活動への協力 

星座観察・クライミングウォールについて指導者が必要な場合は，ご相談ください。

（経費は団体負担） 

ツリーイングは指導者を依頼しないと実施できません。指導講師への依頼は団体から

直接行う必要があります。経費は団体負担となります。指導依頼については，ご相談

ください。 

※星座観察：冬期（１２月～３月）は依頼不可。 

※クライミングウォール：冬期（１２月～３月）は夜のプログラムは不可 

※ツリーイング：冬期（１２月～３月）は依頼不可。 

④ 資料等 

各プログラムの詳しい内容については，ホームページをご覧ください。 

講師を依頼する場合は、講師依頼票を御提出ください。 
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2. 活動プログラム  

① 野 外 活 動 

ア．丸 黒 山 登 山 
（1）  活 動 の ね ら い 日常生活にはない自然を味わいながら自分の足で汗を流して登頂するこ

とで，他のスポーツとは違った充実感を得る。また手をさしのべたり声を

掛け合ったりして，仲間と登る喜びを体感することで，協力や励まし合う

心を育てる。 

（2）  実 施 可 能 期 間 6月～10月。 

（3）  コースと所要時間 ・距 離＝片道 約 6km 標高差 446ｍ 

・所要時間＝上り 2.5～3時間 下り 2～2.5時間 

（4）  貸出物品（無料） 無線機・トイレ用ツェルト（簡易テント）など。 

（5）  準 備 す る も の 雨具・水筒・帽子・手袋（軍手）・リュック以外特別な持ち物や装備は不

要。普段の服装と運動靴でよい。 

（6）  事 前 準 備 指導運営上，下見登山と当所との打合せ，計画書の提出が必要。 

イ．ハ イ キ ン グ 

（1）  活 動 の ね ら い 四季折々の豊かな自然との触れ合いは，心のリフレッシュにつながり，自

然への理解を深め自然環境保護の意識を高める。また仲間との語らいは，

仲間の再発見や仲間意識の高揚を図る場となる。 

（2）  実 施 可 能 期 間 5月～11月中旬。冬季は雪上ハイキングができることもあり。 

（3）  コースと所要時間  

<モデル例>① 

② 

③ 

尾根や車道，スキー場内を使って，半日から 1日のコース。 

御岳見晴台東屋往復   3km ････ 1.5 ～ 2.5時間 

カブト山往復    4～7km･････   3 ～   4時間（ミニ登山・複数のコースあり） 

水源地探しと分水嶺   3km･････ 1.5 ～ 2.5時間 

（4）  貸出物品（無料） 無線機・トイレ用ツェルト（簡易テント）など。 

（5）  準 備 す る も の 雨具・水筒・帽子・リュック・スノーブーツ又は長グツ（雪上ハイキング時） 

（6）  事 前 準 備 指導運営上，コースの下見と当所との打合せ，計画書の提出が必要。 

ウ．オリエンテーリング（ＯＬ） 

（1）  活 動 の ね ら い 標高差約 300mの乗鞍青少年交流の家周辺のコースを，グループで定められ

たポストを探して課題解決を競う。未知の自然の中へ入っていくことで，

自然に親しむ態度や判断力，社会性などを養うきっかけとする。 

（2）  実 施 可 能 期 間 5月上旬～11月中旬。 

（3）  コ ー ス ・スコアＯＬ ・野外炊事ＯＬ 

（4）  貸出物品（無料） ゼッケン，ＯＬ用コンパス，無線機，トランシーバー，スタート幕，ゴール幕など 

（5）  準 備 す る も の ＯＬ地図，筆記用具，雨具，帽子，時計 
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エ．野外炊事（小雨決行） 

（1）  活 動 の ね ら い グループで役割分担をしながら協力して食事を作ることで責任感や

協調性を養う。また，それぞれ作業を工夫することにより野外活動

の知識を広げ，創造性を養うことができる。 

（2）  実 施 可 能 期 間 5月下旬～10月中旬。 

（3）  団体の人数による

場所と班編成 

・180名まで 青少年交流の家キャンプ場 ５～６名の班編成 

・400名まで 隣接高山市営飛騨高山キャンプ場 

                  １０～１２名の班編成 

（4）  活  動  時  間 ・約５～６時間 ※班数により変動 

（説明３０分、調理１.５時間、食事１時間、片付け２～３時間）  

（5）  材 料 ・献立はカレーライス・パエリア・焼きそばができます。 

・材料は食堂が準備します。（事前に注文が必要です。） 

・食材の持ち込みは食中毒防止のためご遠慮願っております。 

（6）  薪 の 購 入 ・食堂事務室で購入（１束５５０円） 

（１班５～６名の調理に約１束必要です。） 

（7）  炊事用具の貸出し  

・青少年交流の家キャンプ場  5～ 6人用，30セット（約 180名分）無料 

・飛 騨 高 山 キ ャ ン プ 場  10～12人用，40セット（約 400名分）有料 1セット 1,250円 

（8）  そ の 他 ・野外炊事は原則として昼食のみです。 

・炊事材料準備の関係上，班編成割と料理内容を７日前の午前中ま

でに食堂事務室へ連絡ください。 

・原則として雨天でも実施していただきますが，荒天時の中止決定

は当日の７時３０分までです。この場合，特別に食堂の職員が調理

することになります。（調理委託料金が別に 1人 50円必要） 

・市営飛騨高山キャンプ場で実施される場合は，事前に直接「乗鞍高

原管理事務所（TEL0577-31-1020）」へ申し込んでください。 

オ．自 然 観 察 

（1）  活 動 の ね ら い 植物や動物の生態，地形や水の流れ，雪や星座などを対象に，楽しみ

を記憶の延長として残す。また自然の不思議さ，厳しさ，美しさ，神

秘さに興味を持って観察し，自然に親しむ中で新しい発見をする喜

びを知り，限りない感性を養う。 

（2）  「飛騨の自然」・「天体」を映像や講話によって学習することができます。 

（3）  自然観察コース（ロマンの丘・キャンプ場周辺）を巡回しながら植物観察ができます。 

（4）  登山・ハイキングの中で自然観察ができます。 

（5）  植物のスケッチ（絵手紙）と自然観察を組み合わせることもできます。 

（6）  水源地を探すハイキングやエコバッグ作りをしてＳＤＧｓについて学習することができ

ます。 
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② ス ポ ー ツ 活 動 

（1）  活 動 の ね ら い 標高 1,510ｍを生かした低酸素トレーニングを実施することで心

肺機能の強化を図る。自然に恵まれた環境の中で活動することで一

層高い充実感・達成感を味わい，忍耐力・協調性を養う。また不整

地での活動は，身体の順応性を高める。 
 

場所 種目 備品（使用料無料）及び留意事項 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

ト ラ ッ ク コ ー ス １周 325ｍ 

ディスクスローイング 

・ゴルフ 

9ホール（フリスビー50個） 

フリスビーを持ち，4～5人一緒にスタート，ゴルフ形式 

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 9ホール 専用スティック 30本，ボール 30個,ゴルフ形式 

高

地 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ

ー

ス 

ウッドチップクロカンコース 1周 約 1,800m 標高 1,497m～1,525m 

周回コース 
 

アスファルト舗装 

ウッドチップ併用 
1周 約 2,600m 標高 1,473m～1,525m 

体
育
館 

バ レ ー ボ ー ル 2面可能，ボール，ネット，支柱など 

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 
2面可能，ボール 

（※ミニバスケットボール用ゴール対応可） 

ハ ン ド ボ ー ル 

 
1面可能 

バ ド ミ ン ト ン 6面可能，ラケット・シャトル，ネット，支柱 

ソフトミニバレーボール 
バドミントンコート使用 1チーム 4名 

            ボール，ネット，支柱 

ラ ケ ッ ト テ ニ ス バドミントンコート使用 1チーム 2名 

クライミングウォール 詳しくはお問い合わせください。 

ト レ ー ニ ン グ 器 具 詳しくはお問い合わせください。 

縦 35m 

横 28m 

 

 

レ ス リ ン グ 詳しくはお問い合わせください。 

集 団 な わ と び 

 
20m5本・4.26m12本 

ロ ー プ 

（なわとびとして使用可） 
25m2本・20m1本・17m1本・11.5m1本・8m1本・7m1本 

綱 引 き 2本（長さ 36m，太さ 36㎜） 

ド ッ ジ ビ ー 10枚 

ペ タ ン ク 6セット 

キンボール（屋内用） 2セット 

ボッチャ（競技用） 2セット ※正式なコートのラインはありません。 
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③ 雪 を 利 用 し た 活 動 

ア．スキー・スノーボード 

（1）  活 動 の ね ら い 年齢・性別・技術レベル・体力差等に関係なく，健全な心身の成長の

ため，自然体験活動として，競技スポーツとして，趣味として，生涯

スポーツとしてスキー・スノーボードを楽しみ，豊かな時間を過ご

すことができる。 

（2）  実 施 場 所 乗鞍青少年交流の家ゲレンデ（初心者用）リフトなし 

高山市営飛騨高山スキー場（隣接）  リフト 1基 

（3）  実 施 可 能 期 間 12月中旬～3月末。 

（4）  指 導 者 飛騨高山スキー学校へ依頼願います。 

 

（5）  レ ン タ ル スキーセット（板・靴・ストック），スノーボードセット（板・靴），

ウェア（上・下），小物セット（ゴーグル・帽子・手袋）等必要な方

は青少年交流の家でご案内いたします。 

※単品でのレンタルも可能です。 

（6） （ 経 費                      
 

リフト料金 スキー指導 レンタル用品 

種別 一般料金 青少年交流の家特別割引料金 
（詳細は別冊料金表を参照してくださ い） 

1日・半日ともに 

講師 1人につき 

22,000円 

（近隣スキー場利

用は 25,000円） 

講師 1人で 

スキー12～15名 

ボード 6～ 7名 

程度の指導 

(2日の例) 

スキーセット 

（板・靴・ストック） 

2日 4,000円 

 

 

 

 

１
日
券 

平日 1,040円 

1,040円 

土日祝 1,880円 

半日券 1,040円  520円 

13回券 1,250円 1,250円 

1回券  130円   130円 

（令和 3年 10月１日より料金改定） 

イ．雪 上 活 動 

（1）  活 動 の ね ら い 雪の森林を歩き雪上での活動をすることで，忍耐力や協調性を養う。 

また，冬の生態系を観察することで自然環境への関心を高める。 

（2）  実 施 場 所 乗鞍青少年交流の家周辺 

（3）  実 施 可 能 期 間 12月下旬～4月上旬。 

（4）  研 修 内 容 1. そり滑降  4. 雪洞つくり 

2. 雪上ハイキング 5. 雪上レクリエーション 

3. 雪の造形   

（5）  貸出できる用具 そり（プラスチック製など），輪かんじき，スノーシュー，スコップ他 
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④交流・交歓を深める活動 

ア．キ ャン ドルの つどい 

（1）  活 動 の ね ら い 燭台の火の光と闇のコントラスト，静寂さと揺らめく炎。厳粛な雰

囲気の中で，仲間との連帯感と活動への情熱を喚起する。 

（2）  実 施 場 所 体育館，講堂，暖炉の間など 

（3）  貸出物品（無料） 燭台，手燭台，杖，女神・営火長用衣装，電子オルガン，音響装置 

（4）  準 備 す る も の ローソク 大 150 円，小 20 円（アルミホイル付）は食堂事務室で

販売しています。 

イ．フ ァイ ヤーの つど い 

（1）  活 動 の ね ら い 夜の闇の中で赤々と燃えさかる炎。揺らめく炎と周りの闇。様々な表

情を見せる炎の前で，お互いに協力することにより協調性を養う。 

（2）  実 施 場 所 白  樺営火場（250名位） 

やまずみ営火場（400名位）  からまつ営火場（400名位） 

（3）  実 施 可 能 期 間 5月～10月。 

（4）  貸出物品（無料） 照明装置，ＣＤプレーヤー・カセット，ワイヤレスマイク 

（白樺・やまずみ営火場） 

※からまつ営火場は，仮設の照明・音響装置の設置が可能。 

（5）  準 備 す る も の ファイヤーの材料は食堂事務室で販売しています。 

・ファイヤーセット･･･（丸太材：10本 薪：4束 灯油：5ℓ） 

            1セット 8,300円 

・単品販売･･･丸太 1本：550円 薪 1束：550円 灯油 1ℓ：200円 

       トーチ棒 1本：220円 

       ※トーチ棒に必要な布・針金はご用意ください。 

懐中電灯･･･各団体で準備してください。 

⑤視聴覚教材による活動 

（1）  活 動 の ね ら い 視覚・聴覚的に題材をアピールすることで，より深い理解や関心を高

める。また活動的プログラムの事前学習として実施することで，より

高いプログラムへの参加・活動意欲を高める。 

（2）  実 施 場 所 講堂・体育館・ＯＲ室・1～7研修室 

（3）  貸 出 物 品 移動式プロジェクター，ＣＤデッキ（Ｐ６参照）,ＨＤＭＩケーブル 

※ブルーレイディスク・地上デジタル放送を録画したものは，備え付けの設備で

は使用できません。 

（4）  貸出用視聴覚教材 

 

 

 

 

（ＤＶＤ・ＶＨＳ） 

自然に関するもの，スキーに関するもの等，多数ご用意しています。 

詳細につきましては，交流の家事務室にお問い合わせください。 
 

※ その他，自主的に教材を持参することもできます。 
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⑥ 創作活動（クラフト） 

活 動 の ね ら い 自然の素材を活用して，切る・彫る・接着するといった手作業により

創造力豊かな制作をおこなう。 

  名称・時間 イメージ 可能人数 料 金 作 り 方 団体で準備 備 考 

1 
木製写真立て 

 

１～２時間 
 

200人 
300円 

板 

１０×２０×１ｃｍ

の板を使って，ペン

やバーニングペンな

どで絵や字を書く。 

写真 

 

糸ゴム 

雨天時プロ

グラムとし

て活用でき

る。 

（当日キャン

セル可能） 

 

2 
コースター 

 

１～２時間 

 

200人 350円 
コースター板 

８～１０ｃｍのタモ

材などの輪切りの木

に，バーニングペン

で字や絵をかく。 

筆記用具 

※下絵を準備する

とスムーズ 

3 
キーホルダー 

 

２時間 

 

200人 
350円 
木片＆ 

金具セット 

５×５×０．５ｃｍ

の木片を削ったり磨

いたりして，好きな

形を作る。 

※下絵を準備する

とスムーズ 

4 
ストラップ 

 

２時間 
 

200人 
300円 
木片＆ 

ストラップセット 

１．５×７×１ｃｍ

の木片を削り，好き

な模様や字をかく。 

 

5 
アースアート 

 

１～３時間  

200人 
350円 

コースター板 

コースターと同じも

のを使用。載せる材

料は自分で森の中か

ら拾ってくる。 

ボンド 

スティックボンド 

（食堂別売り 

100 円） 

6 
Myはし 

 
30 分～１時間 

 

 
200人 210円 

サンドペーパー付 

四角柱の材料をサン

ドペーパーで削る

（面取り）。 

 

7 
エコバッグ 

 

１～２時間  

200人 250円 
綿製の布バッグに葉

の形を布用クレヨン

で写し取る。 

キッチンペーパー 

雨天時プロ

グラムとし

ては活用で

きない。 

（必ず実施） 
 
お願い 
●材料準備のため，ご利用２週間前には食堂事務室に連絡をしてください。 Tel.0577-31-1007 

●「７．エコバッグ」は雨用の代替プログラムにはしないでください。（※必ず実施のプログラム） 

 直前の人数変更で使わない分や実施できなかった場合は，材料買取りでお持ち帰りください。 

●持ち込みの材料がある場合は，事前の打ち合わせをお願いします。 

 
※ 詳しい内容は「乗鞍青少年交流の家」ホームページのＴＯＰページにある「活動紹介」のプルダウン 

リスト → 「創作・館内活動」より「クラフト」をご覧ください。 

 

※  冬季(12月～3月)は，５.アースアートは実施いたしません。 
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⑦ 団 体 貸 し 切 り の バ ス に よ る 活 動       

 活 動 の ね ら い 飛騨地方や北アルプスの自然，景勝地，文化遺産，歴史的建造物，無

形文化財，風土等を探訪し，五感を使って触れたり体験したりする活

動を通して，飛騨をより深く理解し，自分の郷土を見つめなおすこと

ができる。 

 ・主なコース  

 ①  乗 鞍 岳… 畳平までバス乗車後，畳平散策もしくは山頂登山。3,000mの高所なの

で，それなりの対策が必要です。（11月～4月は不可。7時間程度必要） 

 ②  飛騨大鍾乳洞， 

千 光 寺… 

乗鞍ツアーが雨天の時などの代替案にも利用できます。 

（5時間程度必要） 

 ③  奥 飛 騨 

温 泉 郷… 

いくつも見所があります。新穂高ロープウェイ，新穂高ビジターセン

ター，平湯大滝，福地自然館，飛騨・北アルプス自然文化センターな

ど。（8時間程度必要） 

 ④  高 山 市 内… 文化施設，飛騨世界生活文化センター等，多様な見学先を工夫して選

択する必要があります。グループ活動に適しています。 

（半日～1日必要） 

 ⑤  白 川 郷… 合掌造りの家屋 59 棟ほか寺院や板倉など重要伝統的建造物群保存地

区として，世界遺産に指定されています。 

（距離的に小規模団体向き，8時間程度必要） 

 ⑥  上 高 地… 日本の自然が凝縮された美しさがあります。 

（11月～4月は不可。8時間程度必要） 

 ⑦  五 色 ヶ 原… 手つかずの原生林の中を専門の現地ガイドと一緒に散策できます。 

（5月～10月）※日程・時間的に制約があります。 

⑧ キ ャ ン プ 

（1）  活 動 の ね ら い  数名でテントを設営したり，泊まったりする中で，役割分担や協力し

て作業をし，協調性や責任感を養う。 

（2）  乗鞍青少年交流の家キャンプ場の施設・設備（使用料無料） 

管理棟   1 棟 

炊事棟   2 棟 

（蛇口 16箇所／かまど 34箇所） 

学習広場（常設大テント） 1 張 

トイレ棟   1 棟 

炊事用具 30 セット 

（ナベ（大・中），お玉，ザル，ボール， 

 包丁，まな板，しゃもじ） 

 

仮設 1 ヶ所 

（蛇口 12箇所／かまど 12箇所） 

常設テント （10人用）  3 張 

貸出しテント 

（ドーム型，5～6人用）  17 張 

 

 

 

（3）  飛騨高山キャンプ場の施設・設備（使用料有料） 

管理事務所 

バンガロー   11 棟 

炊事棟    5 棟 

トイレ・コインシャワー 

炊事用具 40 セット（約 400人分） 

貸出しテント （4人用） 10 張 

（5人用） 15 張 

（6人用） 30 張 

寝具    毛布



－22－ 

活動プログラム別の実施可能期間 
月 

活動 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

野
外
活
動 

乗 鞍 岳 登 山 
            

              
            

丸 黒 山 登 山 
            

             
            

ハ イ キ ン グ 
            

            
            

オ リ エ ン テ ー リ ン グ 
            

            
            

カレーオリエンテーリング 
            

              
            

野 外 炊 事 
            

              
            

自 然 観 察 
            

            
            

ス タ ー ウ ォ ッ チ ン グ 
            

            
            

雪 山 登 山 
            

             
            

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

室 内 レ ク リ エ ー シ ョ ン 
            

            
            

キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 
            

             
            

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 
            

             
            

ディスクスローイング・ゴルフ 
            

             
            

ソ フ ト ミ ニ バ レ ー ボ ー ル 
            

            
            

綱 引 き 
            

            
            

集 団 な わ と び 
            

            
            

ド ッ ジ ビ ー 
            

            
            

ペ タ ン ク 
            

            

            

キ ン ボ ー ル 
            

            

            

ス
ポ
ー
ツ 

バ レ ー ボ ー ル 
            

            
            

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 
            

            
            

ハ ン ド ボ ー ル 
            

            
            

ク ラ イ ミ ン グ ウ ォ ー ル 
            

            
            

レ ス リ ン グ 
            

            
            

 
            

             
            

高 地 ト レ ー ニ ン グ 
            

            
            

バ ド ミ ン ト ン 
            

            
            

         

ス キ ー ・ ス ノ ー ボ ー ド 
            

             
            

創
作
活
動 

木 製 写 真 立 て 
            

            
            

コ ー ス タ ー 
            

            
            

キ ー ホ ル ダ ー 
            

            
            

ス ト ラ ッ プ 
            

            
            

ア ー ス ア ー ト 
            

            

            

Ｍ ｙ は し 
            
            

            

エ コ バ ッ グ 
            

            
            

農 業 （ 果 樹 園 等 ） 体 験 
            

             
            

講 義 ・ 講 話 
            

            
            

ビ デ オ フ ォ ー ラ ム 
            

            
            

高 山 市 内 見 学 
            

            
            

バ ス ツ ア ー 
            

            
            

 

   可能     場合によっては可能
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のりくら広場 

（のりくらゲレンデ） 
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－
24－

 

管理棟 

学習テント 

星座観察準備室 

国立乗鞍青少年交流の家 

のりくらゲレンデ 
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コ ン ビ ニ ロ ー ソ ン 
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（１） 「岩滝ゲート」から「青少年交流の家」までの区間４～区間５は山間部を通ります。
１０ｋｍの距離に対し，７２４ｍの高低差があります。

（２） 区間４～区間５の平均勾配は７．２％，１０％以上の勾配がある箇所があります。

（３） 「岩滝ゲート」から「スキー場ゲート」までの区間４は携帯電話が使えません。
またこの区間４では，雨量規制による「通行注意」「通行止」となる場合があります。

時間雨量 → ３０ｍｍ （通行止）
規制雨量 → 連続雨量 ６０ｍｍ （通行注意）

連続雨量 ８０ｍｍ （通行止）

（４） 「岩滝ゲート」手前の時点で，携帯電話で連絡を入れて下さい。
バスのすれ違い・駐車場・圧雪の状況をお伝えします。

（５） 夜間や早朝の通行は，安全確保や除雪作業等に支障が出る場合がありますので，
避けていただくようご協力ください。

（６） 道路上に積雪がなくても，凍結している場合がありますので，
必ず冬用タイヤを装着して，安全運転を心がけてください。

高山駅から国立乗鞍青少年交流の家までの高低差

垂直距離は水平距離に対して１０倍に表示してあります

※（４）～（６）は冬期のみ
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冬季の注意事項 

(４) 「岩滝ゲート」手前の時点で、携帯電話で連絡を入れて下さい。 

バスのすれ違い・駐車場・圧雪の状況をお伝えします。 

 

(５) 夜間や早朝の通行は、安全確保や除雪作業等に支障が出る場合がありますので、 

避けていただくようご協力ください。 

 

(６) 道路上に積雪がなくても、凍結している場合がありますので、 

必ず冬用タイヤを装着して、安全運転を心がけてください。 



 

関係機関等の電話番号 
 

乗 鞍 青 少 年 交 流 の 家 食 堂 事 務 室 ０５７７－３１－１００７ 

乗 鞍 高 原 管 理 事 務 所 

（スキー・キャンプ場） 
０５７７－３１－１０２０ 

高 山 市 役 所 ０５７７－３２－３３３３ 

Ｊ Ｒ 東 海 テ レ フ ォ ン セ ン タ ー ０５０－３７７２－３９１０ 

濃 飛 乗 合 自 動 車 ０５７７－３２－１１６０ 

濃 飛 乗 合 自 動 車 

（のらマイカー予約専用ダイヤル） 
０５７７－３３－７７８０ 

高 山 国 道 工 事 事 務 所 ０５７７－３６－３８１１ 

高 山 土 木 事 務 所 

（乗鞍スカイラインの問い合わせ含む） 
０５７７－３３－１１１１ 

飛騨高山スキー学校 （冬期間のみ） ０５７７－３１－１０２７ 

高 山 赤 十 字 病 院 （ 昼 ） ０５７７－３２－１１１１ 

（休日・夜） ０５７７－３２－１１０３ 

久 美 愛 厚 生 病 院 ０５７７－３２－１１１５ 

高 山 警 察 署 ０５７７－３２－０１１０ 

飛 騨 保 健 所 ０５７７－３３－１１１１ 

タクシー会社 

山 都 タ ク シ ー ０５７７－３２－２３２３ 

新 興 タ ク シ ー ０５７７－３２－１７００ 

は と タ ク シ ー ０５７７－３２－０２４６ 

メディクスタクシー ０５７７－３６－３８６０ 

高 山 消 防 署  救 急 隊 ０５７７－３２－０１１９ 

 

 

＜利用に関するお問い合わせ＞ 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

国立乗鞍青少年交流の家 

〒５０６－０８１５ 岐阜県高山市岩井町９１３－１３ 

ＴＥＬ ０５７７－３１－１０１３ ＦＡＸ ０５７７－３１－１０２５ 

ホームページ https://norikura.niye.go.jp/norikura/ 
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